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◎
議
員
報
酬
条
例
の
改
正

　

議
員
報
酬
引
き
上
げ
に
賛
否

概
要　

議
員
報
酬
の
額
を
改
定
す
る

た
め
の
条
例
改
正
。
予
算
特
別
委
員

会
に
は
、
報
酬
額
を
現
行
の
ま
ま
と

す
る
修
正
案
が
提
出
さ
れ
た
が
、
賛

成
少
数
で
否
決
。

　

国
の
示
す
基
準
に
他
の
地
方
公
共

　

団
体
と
の
均
衡
に
配
慮
と
あ
る
が
、

　

今
後
ど
う
あ
る
べ
き
と
考
え
る
か
。

　

県
内
の
秋
田
市
と
本
市
を
除
く
11

　

市
の
平
均
報
酬
月
額
は
３
６
２
，

　

５
０
０
円
。
職
責
や
役
割
に
見
合

　

っ
た
水
準
か
議
論
の
余
地
が
あ
る

　

と
捉
え
て
お
り
、
今
後
も
検
討
し

　

た
い
。

　

反
対
討
論　
　
　
　

佐
々
木
正
勝

　

議
員
報
酬
の
引
き
上
げ
は
必
要
と

す
る
考
え
だ
。
景
気
動
向
が
好
転
し
、

市
民
生
活
が
向
上
す
る
中
で
あ
れ
ば

反
対
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、

市
内
の
経
済
情
勢
が
回
復
傾
向
に
あ

る
も
の
の
、
い
ま
だ
本
格
回
復
に
至

っ
て
い
な
い
現
状
で
は
、
報
酬
を
引

き
上
げ
る
状
況
に
な
い
と
考
え
る
こ

と
か
ら
、
本
議
案
に
反
対
す
る
。

　

賛
成
討
論　
　
　
　

齋
藤　

雄
史

　

平
成
27
年
の
報
酬
額
改
定
以
降
、

改
選
ご
と
に
積
極
的
な
定
数
削
減
を

実
施
し
て
き
た
。
若
い
世
代
の
政
治

へ
の
挑
戦
の
芽
を
そ
が
な
い
た
め
に

も
、
近
隣
市
と
の
均
衡
を
図
り
、
報

酬
額
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
議
員
の

自
覚
と
士
気
向
上
、
議
会
全
体
の
機

能
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
こ
と

か
ら
、
本
議
案
に
賛
成
す
る
。

　

反
対
討
論　
　
　
　

佐
々
木
春
男

　

「
失
わ
れ
た
30
年
」
に
よ
り
労
働

者
に
非
正
規
雇
用
と
低
賃
金
を
広
げ
、

市
内
の
事
業
者
、
働
く
人
々
の
生
活

に
大
き
な
影
響
が
あ
っ
た
。
そ
の
上
、

物
価
高
騰
に
よ
り
市
民
の
生
活
が
節

約
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
だ
。
こ
の

時
期
に
、
市
議
の
報
酬
引
き
上
げ
は
、

市
民
に
寄
り
添
っ
た
考
え
で
は
な
い

こ
と
か
ら
、
本
議
案
に
反
対
す
る
。

議
会
の
視
点

　

議
員
報
酬
は
、
社
会
情
勢
、
財
政

状
況
お
よ
び
類
似
す
る
他
の
自
治
体

報
酬
な
ら
び
に
議
員
の
職
務
内
容
、

活
動
状
況
な
ど
を
考
慮
す
る
べ
き
。

　

議
会
に
は
、
積
極
的
な
政
策
立

案
・
提
言
を
行
え
る
能
力
の
向
上
が

求
め
ら
れ
る
。
議
員
自
身
が
不
断
の

自
己
研
鑽
と
議
員
活
動
の
「
見
え
る

化
」
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

◎
消
防
職
員
の
定
員
を
６
人
増
加
へ

概
要　

消
防
本
部
の
体
制
強
化
の
た

　

め
、
職
員
数
を
増
加
す
る
も
の
。

　

数
値
上
必
要
な
人
数
が
1
2
6
人

　

と
算
出
さ
れ
て
い
る
。
改
正
後
の

　

定
数
は
6
人
増
の
71
人
と
な
る
が
、

　

職
員
の
負
担
軽
減
と
な
る
の
か
。

　

署
の
交
代
勤
務
者
が
1
名
増
員
と

　

な
る
た
め
、
若
干
の
余
裕
が
持
て

　

る
と
考
え
て
い
る
。

議
会
の
視
点

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が
進
む

中
で
、
消
防
の
需
要
が
大
き
く
変
化

し
た
。
高
齢
者
の
増
加
に
伴
う
救
急

出
動
が
増
え
て
い
る
中
、
救
急
隊
の

整
備
と
消
防
体
制
の
強
化
を
図
る
必

要
が
あ
る
。

◎
出
産
育
児
一
時
金
を
増
額
（
国

　

民
健
康
保
険
条
例
改
正
）

概
要　

法
律
改
正
に
よ
り
、
8
万
円

増
の
50
万
円
へ
改
定
。

　
議
会
の
視
点

　

少
子
化
が
進
行
す
る
中
、
子
ど
も

の
誕
生
は
当
事
者
の
み
な
ら
ず
社
会

の
喜
び
と
な
る
。
妊
婦
へ
の
経
済
的

負
担
は
、
軽
減
す
べ
き
だ
。

◎
教
育
長
の
選
任

概
要　

3
月
末
で
退
任
す
る
齋
藤
光

正
氏
に
代
わ
り
、
新
た
な
教
育
長
に

小
園
敦
氏
を
任
命
す
る
も
の
。
無
記

名
投
票
の
結
果
、
賛
成
12
票
、
反
対

2
票
で
同
意
と
決
し
た
。

◎
監
査
委
員
の
選
任

概
要　

3
月
5
日
に
逝
去
さ
れ
た
菊

地
衛
氏
に
代
わ
り
、
新
た
に
森
鉄
也

氏
を
市
の
監
査
委
員
と
し
て
任
命
す

る
も
の
。
全
員
の
賛
成
で
同
意
と
決

し
た
。

市窓口でキャッシュレス決済導入へ

～ ＤＸ 推進 ～

議員報酬の改定

◎
ウ
ェ
ブ
会
議
用
端
末
の
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　

９
８
２
万
円

概
要　

令
和
４
年
度
事
業
で
市
庁
舎

の
W
i
　

―　

F
i
環
境
強
化
を
実
施
。

各
庁
舎
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
や
リ
モ

ー
ト
に
よ
る
業
務
実
施
の
た
め
、
端

末
機
器
を
整
備
す
る
。

◎
出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金

　
　
　
　
　
　
　
　

９
５
９
万
円

概
要　

妊
娠
期
か
ら
出
産
・
子
育
て

を
一
貫
し
て
支
援
す
る
伴
走
型
相
談

支
援
と
経
済
的
支
援
を
実
施
。
妊
娠

届
出
時
お
よ
び
出
生
後
に
そ
れ
ぞ
れ

５
万
円
を
支
給
す
る
。

◎
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
施
設
を
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　

５
１
０
万
円

概
要　

施
設
の
安
全
対
策
強
化
の
た

め
、
フ
ェ
ン
ス
や
監
視
カ
メ
ラ
の
設

置
お
よ
び
管
理
用
プ
レ
ハ
ブ
仮
設
な

ど
の
費
用
。

２
月
臨
時
会

（
令
和
５
年
第
２
回
）

３
月
定
例
会

（
令
和
５
年
第
３
回
）

　

市
議
会
は
2
月
臨
時
会
（
2
月
7
日
）、
3
月
定
例
会
（
2
月
22
日
～
3

月
20
日
）
が
招
集
・
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

2
月
臨
時
会
で
は
、
出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金
事
業
や
建
設
中
の
ス
ケ
ー

ト
パ
ー
ク
施
設
の
安
全
対
策
の
た
め
の
補
正
予
算
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

3
月
定
例
会
で
は
、
令
和
4
年
度
各
会
計
補
正
予
算
8
件
、
令
和
5
年
度

各
会
計
当
初
予
算
7
件
お
よ
び
補
正
予
算
1
件
、
条
例
の
制
定
お
よ
び
改
正

17
件
、
教
育
長
お
よ
び
人
権
擁
護
委
員
、
監
査
委
員
の
人
事
案
件
3
件
を
含

む
議
案
36
件
、
議
提
3
件
が
上
程
さ
れ
原
案
の
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

陳
情
５
件
の
う
ち
採
択
３
件
、
趣
旨
採
択
1
件
、
不
採
択
1
件
と
な
り
ま

し
た
。

ＱＡ

ＱＡ

臨
時
会
・
定
例
会

特　
　
　

集

会
派
代
表
質
問

一　

般　

質　

問

議
員
研
修
・
政
務
活
動
費

議
員
と
語
ろ
う

臨
時
会
・
定
例
会

一　

般　

質　

問

特　
　
　

集

会
派
代
表
質
問

議
員
と
語
ろ
う

議
員
研
修
・
政
務
活
動
費

スケートパークの利用状況ライブ配信

議員報酬（月額） [単位：円]

改正後 改正前 差額

議　　長

副　議　長

委　員　長(新規)※1

副委員長(新規)※2

議　　員

※１　各常任委員会委員長（総務、教育民生、産業建設)

　　　および議会運営委員会委員長

※２　各常任委員会副委員長（総務、教育民生、産業建設)

　　　および議会運営委員会副委員長

328,000

285,000

280,000

275,000

250,000

250,000

30,000

25,000

270,000

304,000

264,000

250,000

24,000

21,000

20,000

※ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）

　　　　デジタル技術を社会に浸透させて人々の生活を
　　　　良いものへと変革すること。

※
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拡
大
を
検
討
す
る
。

議
会
の
視
点

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
は
デ
ジ
タ

ル
化
の
足
が
か
り
と
な
る
も
の
。
行

政
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
に
よ
り
、
自

宅
で
手
続
き
が
可
能
な
届
出
も
あ

る
。
市
民
の
利
便
性
向
上
・
市
役
所

業
務
の
効
率
化
・
先
進
的
な
ま
ち
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
も
。

市
民
も
ぜ
ひ
利
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

②
地
域
活
性
化
企
業
人
の
活
用
へ

　
　
　

負
担
金　
　

５
６
０
万
円

概
要　

総
務
省
の
企
業
人
材
派
遣
制

度
を
活
用
し
、
民
間
企
業
か
ら
一
定

期
間
社
員
を
受
け
入
れ
る
。
Ｄ
Ｘ
業

務
へ
の
従
事
を
予
定
。

　

業
務
の
具
体
的
内
容
は
。

　

庁
内
で
の
調
整
役
、
現
場
で
の
課

　

題
検
討
の
主
導
を
期
待
し
て
い
る
。

　

令
和
６
年
度
の
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活

　

用
し
た
行
政
Ｄ
Ｘ
ツ
ー
ル
」
導
入

　

検
討
に
取
り
組
む
予
定
。

議
会
の
視
点

　

派
遣
さ
れ
る
デ
ジ
タ
ル
に
関
す
る

知
識
を
有
す
る
人
材
の
助
言
を
取
り

入
れ
、
D
X
推
進
施
策
が
効
果
的
に

実
施
で
き
る
こ
と
、
職
員
へ
の
教
育

的
な
役
割
も
担
う
こ
と
を
期
待
す
る
。

③
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
施
設
整
備
事

　

業　
　
　
　
　

４
６
２
０
万
円

概
要　

追
加
の
セ
ク
シ
ョ
ン
の
造
成

や
管
理
棟
な
ど
を
設
置
す
る
。

議
会
の
視
点

　

国
の
補
助
金
の
ほ
か
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と
納
税

を
活
用
し
て
行
わ
れ
る
事
業
。
市
内

外
の
寄
付
者
や
市
民
の
期
待
を
受
け

て
供
用
開
始
と
な
る
。

　

ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
だ

け
で
は
な
く
、
若
者
文
化
の
発
信
地

と
し
て
も
期
待
し
た
い
。

④
自
殺
対
策
緊
急
強
化
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

２
２
０
万
円

概
要　

自
殺
対
策
基
本
計
画
の
策
定

や
相
談
会
開
催
に
か
か
る
費
用
。
若

年
者
向
け
は
小
中
高
校
生
を
対
象
に
、

年
代
に
合
わ
せ
た
講
演
の
ほ
か
、
相

談
窓
口
の
紹
介
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

配
布
な
ど
を
実
施
。

　

自
殺
者
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な

　

っ
て
い
る
が
、
本
市
の
現
状
は
。

　

県
に
よ
る
公
表
数
値
で
は
、
平
成

　

30
年
８
人
、
令
和
元
年
２
人
、
令

　

和
２
年
１
人
、
令
和
３
年
３
人
。

　

例
年
高
齢
者
が
多
く
、
近
年
20
代

　

以
下
は
い
な
い
。
若
年
層
へ
の
自

　

殺
対
策
も
継
続
と
強
化
を
図
る
。

議
会
の
視
点

　

市
の
取
り
組
み
が
功
を
奏
し
て
い

る
こ
と
が
伺
え
る
が
、
油
断
は
で
き

な
い
。

　

家
庭
、
学
校
、
地
域
が
一
体
と
な

っ
た
、
市
民
の
命
を
守
る
不
断
の
連

携
の
中
で
の
工
夫
と
強
化
に
、
終
わ

り
は
な
い
。
自
殺
者
を
出
さ
な
い
た

め
の
、
さ
ら
な
る
対
策
の
強
化
が
望

ま
れ
る
。

⑤
若
者
夫
婦
・
子
育
て
移
住
世
帯

　

家
賃
補
助
金　
　
　
　

50
万
円

　

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
若
者
地
元
就
職

　

促
進
家
賃
等
補
助
金　

57
万
円

概
要　

若
者
夫
婦
・
子
育
て
移
住
世

帯
や
移
住
・
Ｕ
タ
ー
ン
に
よ
り
地
元

就
職
し
た
若
者
に
、
家
賃
補
助
を
す

る
も
の
。

議
会
の
視
点

　

若
者
や
子
育
て
世
帯
の
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
新
規
事
業
。

　

本
市
定
住
へ
の
第
一
歩
と
な
る
よ

う
、
事
業
の
推
移
を
注
視
し
た
い
。

予算の審議・審査

　
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　

▲
４
４
９
４
万
円

　　

歳
入
・
歳
出
と
も
に
実
績
見
込
み

に
よ
る
減
額
補
正
が
多
数
を
占
め
る
。

主
な
要
因
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
予

定
事
業
の
中
止
・
延
期
な
ど
。

　

☝ 

注
目
事
業
の
審
議
・
審
査 

　
◎
生
活
路
線
バ
ス
運
行
費
補
助
金

（
市
単
独
補
助
分
）
７
４
２
万
円

概
要　

民
間
事
業
者
の
路
線
（
小
砂

川
線
）
運
行
の
実
績
に
伴
う
増
額
。

　

赤
字
額
が
大
き
い
路
線
。
羽
後
交

　

通
株
式
会
社
か
ら
撤
退
な
ど
の
話

　

は
な
い
か
。

　

今
年
11
月
末
で
小
砂
川
線
を
廃
止

　

す
る
旨
、
羽
後
交
通
株
式
会
社
よ

　

り
申
し
出
が
あ
っ
た
。

　
　

今
後
、
関
連
団
体
と
協
議
し
な

　

が
ら
、
代
替
手
段
を
検
討
す
る
。

議
会
の
視
点

　

地
域
の
生
活
路
線
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
廃
止
に
よ
る
住
民
の
利
便
性
低

下
が
予
測
さ
れ
る
。
廃
止
さ
れ
る
前

に
、
地
域
の
生
活
交
通
の
在
り
方
に

つ
い
て
の
協
議
が
急
が
れ
る
。

◎
園
児
送
迎
バ
ス
・
ス
ク
ー
ル
バ

　

ス
に
安
全
装
置
を
設
置

　

保
育
対
策
総
合
支
援
金
事
業
補

　

助
金　
　
　
　
　

１
２
２
万
円

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
備
品
購
入
費　

　
　
　
　
　
　
　
　

１
４
１
万
円

概
要　

園
児
・
児
童
の
バ
ス
車
内
へ

の
置
き
去
り
防
止
の
た
め
、
安
全
装

置
を
設
置
す
る
も
の
。

　

設
置
を
予
定
し
て
い
る
防
止
シ
ス

　

テ
ム
の
概
要
は
。

　

降
車
時
に
運
転
手
が
確
認
す
る
ブ

　

ザ
ー
式
、
車
内
セ
ン
サ
ー
を
利
用

　

す
る
自
動
感
知
式
を
併
用
し
て
運

　

用
す
る
。

議
会
の
視
点

　

昨
年
各
所
で
発
生
し
た
園
児
の
バ

ス
置
き
去
り
死
亡
事
故
を
受
け
て
の

国
の
施
策
。
早
期
の
設
置
が
待
た
れ

る
。

◎
移
住
定
住
促
進
拠
点
整
備
事
業

　

委
託
料
を
減
額

　
　
　
　
　
　

▲
１
１
０
０
万
円

概
要　

空
き
家
を
改
修
し
移
住
者
な

ど
の
相
談
や
交
流
、
移
住
リ
エ
ゾ
ン

の
活
動
拠
点
と
す
る
計
画
の
見
直
し

に
よ
る
も
の
。

　

事
業
の
条
件
に
合
う
よ
う
な
空
き

　

家
は
な
か
っ
た
の
か
。

　

駅
近
辺
を
活
動
の
拠
点
と
し
て
想

　

定
し
て
い
た
が
、
応
募
の
物
件
と

　

は
条
件
が
合
わ
ず
、
移
住
リ
エ
ゾ

　

ン
の
活
動
内
容
の
変
化
も
あ
り
、

　

事
業
計
画
を
見
直
し
た
。

◎
学
校
給
食
費
納
付
金
の
減
額

　

［
歳
入
］　
　

▲
５
０
０
万
円

概
要　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
学
年
・
学
級
閉

鎖
に
よ
る
実
施
日
数
減
少
に
よ
る
。

　

食
材
の
納
入
業
者
な
ど
か
ら
、
問

　

い
合
わ
せ
や
相
談
は
な
か
っ
た
か
。

　

給
食
提
供
の
直
前
に
閉
鎖
が
決
ま

　

る
こ
と
か
ら
、
食
材
の
買
取
が
必

　

要
な
場
合
も
あ
っ
た
が
、
他
の
学

　

年
や
学
校
間
で
調
整
し
、
業
者
か

　

ら
の
相
談
な
ど
は
な
か
っ
た
。

　
令
和
５
年
度　

一
般
会
計
予
算

　
　
　

１
５
９
億
９
０
０
０
万
円

　　

新
年
度
は
コ
ロ
ナ
対
策
か
ら
脱
却

し
、
こ
れ
ま
で
停
滞
し
て
い
た
各
産

業
の
盛
り
返
し
と
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
再
開
が
予
測
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
多
様
化
・
複
雑
化
す
る
社

会
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
な
ど
の
課
題
が

山
積
す
る
中
で
、
本
市
が
ど
の
よ
う

な
切
り
口
で
具
現
化
し
て
く
の
か
、

議
会
で
も
注
視
し
て
い
く
。

　

活
気
の
あ
る
市
民
の
声
が
響
く
行

政
の
施
策
を
期
待
す
る
。

　

☝ 

注
目
事
業
の
審
議
・
審
査 

　
①
市
の
窓
口
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

　

化
対
応
へ　
　

導
入
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　

７
６
０
万
円

概
要　

市
役
所
窓
口
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
を
導
入
。
電
子
マ
ネ
ー
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
や
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
に

対
応
す
る
。

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
機
器
を
各
窓
口

　

へ
配
置
予
定
だ
が
、
コ
ン
ビ
ニ
で

　

の
各
種
証
明
書
の
交
付
や
納
税
の

　

支
払
い
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
か
。

　

今
回
は
支
払
い
の
み
対
応
す
る
。

　

各
庁
舎
へ
計
６
台
設
置
す
る
が
、

　

状
況
を
み
な
が
ら
、
設
置
箇
所
の

予算の審議・審査

園児送迎バスイメージ

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

臨
時
会
・
定
例
会

特　
　
　

集

会
派
代
表
質
問

一　
般　
質　
問

議
員
研
修
・
政
務
活
動
費

議
員
と
語
ろ
う

臨
時
会
・
定
例
会

一　
般　
質　
問

特　
　
　

集

会
派
代
表
質
問

議
員
と
語
ろ
う

議
員
研
修
・
政
務
活
動
費

産業建設常任委員会による現場踏査



にかほ市議会だより　第75号　２０２３．５．１にかほ市議会だより　第75号　２０２３．５．１

議　提　・　陳　情

●
議
提
第
１
号　

採
択

　

特
定
商
取
引
法
の
抜
本
的
改
正

　

を
求
め
る
意
見
書

審
査
概
要　

幅
広
い
世
代
の
消
費
者

被
害
の
防
止
と
救
済
の
た
め
、
法
律

の
改
正
を
求
め
る
も
の
。
願
意
妥
当

と
し
て
採
択
と
決
し
た
。

●
議
提
第
２
号　

採
択

　

最
低
賃
金
の
改
善
を
求
め
る
意

　

見
書

審
査
概
要　

労
働
者
の
生
活
を
支
え

る
た
め
、
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
、

地
域
間
格
差
の
解
消
に
、
中
小
・
零

細
企
業
へ
の
支
援
策
拡
充
を
求
め
る

も
の
。
願
意
妥
当
と
し
て
採
択
と
決

し
た
。

●
議
提
第
３
号　

可
決

　

に
か
ほ
市
議
会
の
個
人
情
報
の

　

保
護
に
関
す
る
条
例
制
定

概
要　

法
律
改
正
に
伴
い
、
議
会
が

条
例
を
制
定
す
る
も
の
。
令
和
５
年

４
月
１
日
施
行
。

●
陳
情
第
１
号　

不
採
択

　

「
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

　

実
施
延
期
を
求
め
る
意
見
書
」

　

を
政
府
に
送
付
す
る
こ
と
を
求

　

め
る
陳
情
書

審
査
概
要　

本
年
10
月
か
ら
導
入
が

決
定
さ
れ
、
既
に
周
知
・
準
備
さ
れ

て
き
て
い
る
。
消
費
税
制
度
を
公

平
・
適
正
化
す
る
観
点
か
ら
、
不
採

択
と
決
し
た
。

●
陳
情
第
12
号　

趣
旨
採
択

　

学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に
関

　

す
る
陳
情
書

審
査
概
要　

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

陳
情
内
容
が
概
ね
反
映
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
趣
旨
採
択
と
し
た
。

臨
時
会
・
定
例
会

特　
　
　

集

会
派
代
表
質
問

一　
般　
質　
問

議
員
研
修
・
政
務
活
動
費

議
員
と
語
ろ
う

臨
時
会
・
定
例
会

一　
般　
質　
問

特　
　
　

集

会
派
代
表
質
問

議
員
と
語
ろ
う

議
員
研
修
・
政
務
活
動
費

議案・賛否一覧
総務…総務常任委員会、教民…教育民生常任委員会、産建…産業建設常任委員会

予算特別…一般会計予算特別委員会
　○は賛成　●は反対（※1　議長は表決しない）

　簡易表決とは、可決に「異議がない」ことを会議に諮る簡易な方法のこと。
　※2　7 番菊地衛議員の表決は、議案第 2 号および第 3 号のみ。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

髙
橋
　
利
枝

齋
藤
　
光
春

佐
々
木
正
勝

宮
崎
信
一
※
1

齋
藤
　
雄
史

齋
藤
　
　
聡

菊
地
　
衛
※
2

齋
藤
　
　
進

佐
々
木
平
嗣

小
川
　
正
文

佐
々
木
孝
二

佐
藤
　
直
哉

佐
々
木
春
男

佐
々
木
敏
春

森
　
　
鉄
也

伊
藤
　
竹
文

2 令和４年度にかほ市一般会計補正予算（第１４号） 可決 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

3 人権擁護委員候補者の推薦 同意 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

4 にかほ市個人情報保護法施行条例制定 務総決可

5 にかほ市情報公開条例の一部を改正する条例制定 務総決可

6 にかほ市職員定数条例の一部を改正する条例制定 務総決可

7
にかほ市定年前に退職する意思を有する職員の募集等に関する条例
の一部を改正する条例制定

務総決可

8
にかほ市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部
を改正する条例制定

可決 ○ ● ● - ○ ○ - ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ 総務

9 にかほ市公契約基本条例制定 務総決可

10 にかほ市公共施設等総合管理基金条例制定 務総決可

11 にかほ市運動広場条例の一部を改正する条例制定 建産決可

12 にかほ市プール条例の一部を改正する条例制定 建産決可

13 にかほ市子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例制定 民教決可

14
にかほ市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子
ども・子育て支援施設等の運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例制定

民教決可

15
にかほ市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例制定

民教決可

16
にかほ市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例制定

民教決可

17 にかほ市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定 民教決可

18 にかほ市斎場条例の一部を改正する条例制定 民教決可

19 にかほ市新産業支援センター条例の一部を改正する条例制 建産決可

20 にかほ市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例制定 建産決可

21 にかほ市公共下水道事業特別会計への繰入れに 建産決可

22 にかほ市農業集落排水事業特別会計への繰入れ 建産決可

23 令和４年度にかほ市一般会計補正予算（第１５号） 可決 ○ ○ ○ - ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 予算特別

24
令和４年度にかほ市国民健康保険事業特別会計事業勘定補正予算
（第３号）

民教決可

25
令和４年度にかほ市国民健康保険事業特別会計施設勘定補正予算
（第３号）

民教決可

26 令和４年度にかほ市公共下水道事業特別会計補正予算（第４号） 建産決可

27 令和４年度にかほ市農業集落排水事業特別会計補正予算（第４号） 建産決可

28 令和４年度にかほ市水道事業会計補正予算（第４号） 建産決可

29 令和５年度にかほ市一般会計予算 可決 ○ ● ● - ○ ○ - ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ 予算特別

30 令和５年度にかほ市国民健康保険事業特別会計事業勘定予算 民教決可

31 令和５年度にかほ市国民健康保険事業特別会計施設勘定予算 民教決可

32 令和５年度にかほ市後期高齢者医療特別会計予算 民教決可

33 令和５年度にかほ市公共下水道事業特別会計予算 建産決可

34 令和５年度にかほ市農業集落排水事業特別会計予算 建産決可

35 令和５年度にかほ市水道事業会計予算 建産決可

36 教育長の任命 -意同

37 監査委員の選任 -意同

38 令和５年度にかほ市一般会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ - ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

簡易表決

簡易表決

簡易表決

賛成12票　反対2票

賛成13票（除斥：15番 森 鉄也）

簡易表決

簡易表決

簡易表決

簡易表決

簡易表決

簡易表決

簡易表決

簡易表決

簡易表決

簡易表決

簡易表決

簡易表決

簡易表決

簡易表決

簡易表決

簡易表決

簡易表決

簡易表決

簡易表決

簡易表決

簡易表決

簡易表決

簡易表決

簡易表決

２月臨時会（２月７日）
議　　案

３月定例会（２月２２日～３月２０日）
議　　案

簡易表決

簡易表決

果結名　　　件号番

議席番号

付　託
委員会

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

髙
橋
　
利
枝

齋
藤
　
光
春

佐
々
木
正
勝

宮
崎
信
一
※
1

齋
藤
　
雄
史

齋
藤
　
　
聡

菊
地
　
衛
※
2

齋
藤
　
　
進

佐
々
木
平
嗣

小
川
　
正
文

佐
々
木
孝
二

佐
藤
　
直
哉

佐
々
木
春
男

佐
々
木
敏
春

森
　
　
鉄
也

伊
藤
　
竹
文

陳
1

「消費税インボイス制度の実施延期を求める意見書」を政府に送付
することを求める陳情書

不採択 ● ● ● - ● ● - ● ● ● ● ● ○ ● ● ● 総務

陳
2

消費者被害を防止、救済するため特定商取引法の抜本的法改正を求
める陳情書

採択 ○ ○ ○ - ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 教民

陳
4

「最低賃金の改善を求める意見書」の採択を求める陳情書 採択 ○ ○ ○ - ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産建

陳
5

最低賃金の改善にあたり「中小企業・零細企業支援の拡充を求める
意見書」の採択を求める陳情書

採択 ○ ○ ○ - ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産建

R4
陳
12

学校部活動の地域移行に関する陳情書（継続審査） 趣旨採択 ○ ○ ○ - ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 教民

12 特定商取引法の抜本的改正を求める意見書 可決 ○ ○ ○ - ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

13 最低賃金の改善を求める意見書 可決 ○ ○ ○ - ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

14 にかほ市議会の個人情報の保護に関する条例制定 可決 ○ ○ ○ - ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議提など

請願・陳情

３月定例会（２月２２日～３月２０日）

果結名　　　件号番

議席番号

付　託
委員会

　

に
か
ほ
市
議
会
議
員
の
菊
地

衛
氏
が
３
月
５
日
に
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。

　

昭
和
62
年
９
月
よ
り
仁
賀
保

町
議
会
議
員
と
し
て
、
旧
三
町

の
合
併
以
降
は
に
か
ほ
市
議
会

議
員
と
し
て
在
職
さ
れ
、
町
政

な
ら
び
に
市
政
の
発
展
に
ご
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
26
年
か

ら
の
４
年
間
は
市
議
会
議
長
の

要
職
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ご
功
績
に
深
く
敬
意
を

表
す
と
と
も
に
、
心
か
ら
ご
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。



若
者
の
集
ま
る

　
　

に
か
ほ
市
に

新
し
い
時
代
の

　

商
店
街
再
生
に
期
待

商
業
活
動
の
活
性
化
の
支
援

　
　
　
　
　
　

1
4
0
万
円

　商店街活性化の一環とし

て、ウェブやオンラインを

活用した商店・商店街のＰ

Ｒに取り組むとのこと。

　この取り組みが市民への

認知度向上および利用、さ

らには、商店街の賑わい創

成のきっかけに、つながる

ことを期待する。

　スケートパーク開設とア

ウトドアアクティビティ拠

点施設がそれぞれ年度内に

完成されることにより、若

者が市内に集まる事を期待

する。今後、ソフト・ハー

ド面の事業に関して、議会

でのさらなる議論が必要と

考える。

４番

宮崎信一　議員

５番

齋藤雄史　議員
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議員の視点
　　　　令和５年度予算

令和５年度予算　議員１５人は

　議員１５人が注目する令和５年度予算は。各議員の意見も合わせてお知らせします。

基本方針１ 快適に暮らせるまち

基本方針２ 子育てしやすいまち

基本方針３ 高齢者が元気なまち

基本方針４ 若者に魅力のあるまち

基本方針５ 人と文化が豊かなまち

基本方針６ 稼ぐ力が強いまち

基本方針７ 市民と行政が協働で

　　　　　 つながるまち

27億8千万円

15億9千万円

1億4千万円

4千万円

1億6千万円

7億3千万円

7億9千万円

令和５年度主要事業の概要から

注）本表は、「にかほ市総合発展計画」の基本方

針の項目ごとに、一般会計予算の主要事業を分

類整理したものです。そのため、項目の合計額

と令和５年度当初予算総額は一致しません。

基本方針１
　快適に
　暮らせるまち
　　　４４．７%

基本方針２
　子育てしやすい
　　まち　２５．５%基本方針３

　高齢者が元気なまち
　　　　　　　２．２%

基本方針４
　若者に魅力の
　あるまち
　　　　０．６%

基本方針５
　人と文化が
　豊かなまち
　　　　２．６%

基本方針６
稼ぐ力が強いまち
　　　　

基本方針７
市民と行政が協働で
つながるまち

１２．７%

１１．７%

「若者100人会議」が発足し

て３年目。市内在住の若者

が、活気あふれるにかほ市に

するアイデアを出し合いなが

ら、いくつか具体的に実践し

ているが、とても興味深く面

白い。今後さらなる「ワクワ

ク」を期待している。

１番

髙橋利枝　議員

　コロナ禍による規制も緩和

され、経済活性化も期待され

るようになった。

　各事業者が支援事業などに

より経営を耐え忍んできたこ

とから、今後の地域の景況回

復を期待する。

２番

齋藤光春　議員

　コンサルタント会社の専門

的な知識・技術をもった人材

によるＤＸ研修。

　情報通信、ＩＴ、アプリケ

ーション研修を通じた、職員

のレベルアップと地域の抱え

る課題解決につながる事に期

待したい。

３番

佐々木正勝　議員

未来明るいにかほ市へ！

若者１００人会議

　　　　　　　５０４万円

市民税収入の動向に注目

市民税収入の増額　　

　　　　１１億６７３万円

ＤＸ推進による
　課題解決への足がかり

ＤＸ研修の業務を委託

　　　　　　　１５０万円

臨
時
会
・
定
例
会

特　
　
　

集

会
派
代
表
質
問

一

般

質

問

議
員
研
修
・
政
務
活
動
費

議
員
と
語
ろ
う

臨
時
会
・
定
例
会

一

般

質

問

特　
　
　

集

会
派
代
表
質
問

議
員
と
語
ろ
う

議
員
研
修
・
政
務
活
動
費

議員の視点
令和５年度予算　　　　

特 集 議員の視点



若
い
世
代
の

　

希
望
実
現
の
た
め
に

結
婚
か
ら
出
産
ま
で
の

　
　
　
　

手
厚
い
支
援

　
　
　

３
６
５
１
万
円

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち

若
い
世
代
の
希
望
実
現
へ

　
　
　
　

３
６
５
１
万
円

　結婚支援事業、結婚新生

活支援事業（結婚生活のス

タートアップに係るコスト

の一部を補助することによ

り結婚に伴う経済面への支

援を行い、新婚世帯の負担

軽減を図る）、また、すこ

やか子だから祝い金支給事

業など、若い世代に向けた

各種施策が少子化対策の一

助となるよう期待する。

　結婚を望む若者世代の結

婚支援や新婚世帯の生活支

援、不妊治療、妊産婦医療

費助成、妊婦検診など妊娠

期にかかる健康管理や負担

軽減、子だから祝金など、

若者世代が安心して暮らし

子育てができる手厚い支援

に大きな期待。

１５番

森　鉄也　議員

１６番

伊藤竹文　議員

結婚支援事業 結婚新

　女性の子宮頸がん予防とと

もに、咽頭がんや直腸がんな

どの予防効果があるとされる

ＨＰＶワクチン。正しい理解

と認識の遅れから、いまだ全

国的に接種率が上がっていな

い。本市の先進的な取り組み

の意義は極めて大きい。

１２番

佐藤直哉　議員

　給食が実現すべき価値は食

の安全にとどまらず、生産者

の育成、自然環境の保全など

であり、それが地域の再生に

もつながっているケースもあ

る。

１３番

佐々木春男　議員

全額助成
12～25歳の男性も対象に

男性のＨＰＶワクチン予防

接種を助成　　２４９万円

無農薬米を
　　学校給食へ提供する

グリーンな栽培体系への

　　　　転換をサポート

　　　　　　８１６万円

　本年度、市役所窓口にキャ

ッシュレス端末導入。マイナ

ンバーカードを皮切りに、豊

かな社会を目指しデジタル化

は進められる。高齢者が利便

性を享受できるよう「遅れて

いる人に合わせ」「誰にでも

分かり易く」が求められる。

１４番

佐々木敏春　議員

一人も置き去りにしない

ＤＸ（デジタルトランス

フォーメーション）の

推進　　　１４７０万円

東京オリンピックが若者に

火をつけたスケートボードの

施設が秋田・にかほ市にでき

る。全国の若者が集う施設整

備に大きな期待をしている。

９番

佐々木平嗣　議員

　市町村が創意工夫を凝らし

ながら、妊娠届出時より妊婦

や特に０才から２才の低年齢

期の子育て家庭に寄り添い、

出産・育児などの見通しを立

てるための面談・情報発信を

通じて経済的な支援を含めた

事業である。期待している。

１０番

小川正文　議員

若者が集う場に！！

スケートパーク施設を整備

　　　　　　４６２０万円

子育て支援の充実を

出産子育て応援交付金

　　　　　　　８００万円

みんなが楽しめる
　　　スポーツの振興を

　市内外からの、クラウドフ

ァンディングで待望のスケー

トボード専用コースが完成す

る。本当にありがたいことだ。

この議会だよりが発行される

頃には、楽しく滑ってる事で

しょう。今後、関係、交流人

口が生まれる事を期待する。

１１番

佐々木孝二　議員

スケートパーク施設を整備

　　　　　　４６２０万円
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議員の視点
令和５年度予算　　　　

議員の視点
　　　　令和５年度予算

水
道
料
金
を
見
直
し
へ

動
力
費　

１
９
０
０
万
円

増
額（
54
・
6
％
）と
公
営

企
業
運
営
審
議
会
開
催
へ

二
人
の
夢
を
叶
え
よ
う

不
妊
治
療
を
助
成

　
　
　
　
　

２
０
１
万
円　不妊には、男性女性それ

ぞれに原因が存在するとさ

れるが、男性の多くは自分

には関係ないと捉えている

ことが多いそうだ。

　男性へのアプローチで、

二人の願いが叶うように。

　エールを送ります。

　電気料金など光熱費の高

騰は、家計のみならず公共

事業にも影響を与えている。

　適正な運営を行っていく

ためにも、審議会での協議

に注視したい。受益者減少

（人口減少）による影響は、

皆で共有し考えていかなけ

ればならない大きな課題だ。

６番

齋藤　聡　議員

８番

齋藤　進　議員

臨
時
会
・
定
例
会

特　
　
　

集

会
派
代
表
質
問

一

般

質

問

議
員
研
修
・
政
務
活
動
費

議
員
と
語
ろ
う

臨
時
会
・
定
例
会

一

般

質

問

特　
　
　

集

会
派
代
表
質
問

議
員
と
語
ろ
う

議
員
研
修
・
政
務
活
動
費
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◀
録
画
配
信

ふ
る
さ
と
納
税
の
状
況
と

　
　
　
　
　
　

今
後
の
対
策

　

問　

９
億
円
を
超
え
る
寄
付

額
の
経
費
割
合
や
、
市
民
の

他
自
治
体
へ
の
寄
付
の
状
況

と
今
後
の
対
応
策
は
。

　

市
長　

昨
今
の
物
価
高
騰
な

ど
か
ら
、
総
務
省
基
準
の
経

費
５
割
枠
内
の
運
用
は
、
厳

し
い
状
況
が
想
定
さ
れ
る
。

　

市
民
の
他
自
治
体
へ
の
寄

付
は
、
令
和
４
年
度
３
７
０

人
で
、
寄
付
総
額
は
２
８
２

４
万
円
、
住
民
税
減
少
額
は

１
２
６
８
万
円
と
な
っ
て
い

る
。
地
域
活
性
化
企
業
人
制

度
を
活
用
し
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
基
盤
強
化
を
図
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

防
災
体
制
の
充
実
強
化
対
策

　

問　

防
災
体
制
、
情
報
伝
達

の
充
実
強
化
対
策
は
。

　

市
長　

防
災
行
政
無
線
の
強

靭
化
事
業
に
よ
り
、
メ
ー
ル

や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
電
話
確
認
な

ど
、
二
重
三
重
の
情
報
取
得

手
段
を
用
意
し
、
多
様
な
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

農
業
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

　

問　

地
域
農
業
の
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
と
す
る
「
地
域
計
画
」

策
定
に
ど
う
臨
む
の
か
。

　

市
長　

市
内
七
つ
の
地
域
を

設
定
し
、
今
年
は
農
地
の
出

し
手
と
受
け
手
な
ど
の
意
向

調
査
と
、
地
域
で
の
話
し
合

い
が
主
な
取
り
組
み
と
な
る
。

　

10
年
後
を
見
据
え
、
地
域

の
農
業
・
農
地
を
将
来
に
わ

た
り
維
持
・
存
続
さ
せ
る
強

い
意
志
を
持
っ
て
協
議
を
進

め
、
将
来
目
指
す
べ
き
姿
を

作
り
上
げ
た
い
。

旧
上
郷
小
学
校
利
活
用

　
　
　

事
業
の
進
捗
状
況

　

問　

本
格
オ
ー
プ
ン
に
向
け

た
進
捗
状
況
を
伺
う
。

　

市
長　

グ
ラ
ウ
ン
ド
や
プ
ー

ル
、
敷
地
全
体
を
利
用
し
た

運
営
を
希
望
し
て
お
り
、
早

期
の
運
営
開
始
に
つ
な
が
る

よ
う
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

契
約
締
結
は
四
月
以
降
で
、

カ
フ
ェ
や
マ
ル
シ
ェ
、
宿
泊

施
設
、
サ
ウ
ナ
棟
な
ど
順
次

オ
ー
プ
ン
を
進
め
、
Ｐ
Ｒ
や

地
域
へ
の
説
明
の
場
を
設
け

連
携
計
画
も
示
し
た
い
。

竹
嶋
潟
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク

　

問　

ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
の
利

用
の
仕
方
、
安
全
対
策
の
進

行
状
況
を
伺
う
。

　

市
長　

利
用
者
に
は
毎
年
必

ず
利
用
登
録
申
請
と
、
誓
約

書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
予

定
と
し
て
い
る
。

　

問　

金
浦
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
艇
庫
施
設
の
具
体
的
な

機
能
と
規
模
を
、
ど
の
程
度

と
想
定
し
て
い
る
か
。

　

市
長　

竹
嶋
潟
艇
庫
は
ア
ウ

ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
拠

点
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け

て
い
る
。
多
様
な
学
習
機
会

や
憩
い
の
場
と
し
て
も
利
用

可
能
な
サ
ロ
ン
な
ど
も
想
定

を
し
、
現
在
の
艇
庫
の
２
倍

の
規
模
と
な
る
。

　

問　

艇
庫
施
設
に
は
、
ト
イ

レ
・
更
衣
室
・
シ
ャ
ワ
ー
室

な
ど
整
備
す
る
計
画
か
。

　

市
長　

ト
イ
レ
・
更
衣
室
・

シ
ャ
ワ
ー
や
サ
ロ
ン
な
ど
を

ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
と
共
有
化

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

環
境
保
全
型
ス
マ
ー
ト
農
業

　

問　

作
付
面
積
や
ア
イ
ガ
モ

ロ
ボ
ッ
ト
の
使
用
台
数
な
ど

の
数
値
目
標
は
設
定
さ
れ
て

い
る
か
。

　

市
長　

５
者
連
携
を
軸
に
、

し
っ
か
り
と
実
験
に
取
り
組

み
、
令
和
７
年
度
ま
で
に
営

農
モ
デ
ル
を
確
立
す
る
こ
と

を
最
優
先
と
考
え
て
い
る
。

目
標
面
積
の
設
定
は
考
え
て

い
な
い
。

　

問　

農
業
所
得
は
モ
デ
ル
ケ

ー
ス
で
ど
の
程
度
向
上
す
る

想
定
か
。

　

市
長　

ア
イ
ガ
モ
ロ
ボ
ッ
ト

と
水
位
セ
ン
サ
ー
な
ど
の
機

材
を
1
セ
ッ
ト
導
入
し
た
場

合
、
慣
行
栽
培
の
収
益
と
比

較
し
て
１
反
あ
た
り
約
２
万

円
増
と
な
る
見
込
み
。

市長

 ふるさと納税の使い道は

　

録
画
配
信

▲

寄付者の希望する事業へ充当している

会
派　

響

市長

みんなが楽しめるスポーツの振興を

　

録
画
配
信

▲ 多くの人に喜んでいただけるスケート

パークにしていきたい

会
派　

創
明
会

も
り　
　
　
　

て
つ　

や

森　
　

鉄
也
議員

表 質 問会 派 代

　

さ　

さ　

き　

こ
う　

じ

佐
々
木
孝
二
議員

臨
時
会
・
定
例
会

特　
　
　

集

会
派
代
表
質
問

一　
般　
質　
問

議
員
研
修
・
政
務
活
動
費

議
員
と
語
ろ
う

臨
時
会
・
定
例
会

一　
般　
質　
問

特　
　
　

集

会
派
代
表
質
問

議
員
と
語
ろ
う

議
員
研
修
・
政
務
活
動
費

▲アイガモロボット
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問　

環
境
に
優
し
い
栽
培
技

術
と
省
力
化
に
資
す
る
先
端

技
術
等
を
組
み
合
わ
せ
た

「
グ
リ
ー
ン
な
栽
培
体
系
」

を
推
進
す
る
こ
と
は
重
要
な

課
題
で
あ
り
、
事
業
者
の
取

り
組
み
に
対
し
て
様
々
な
支

援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

一
方
で
、
学
校
給
食
が
実

現
す
べ
き
価
値
は
食
の
安
全

に
と
ど
ま
ら
ず
、
食
育
、
生

産
者
の
育
成
や
自
然
環
境
の

保
全
な
ど
で
あ
る
。
グ
リ
ー

ン
な
栽
培
体
系
の
も
と
で
栽

培
さ
れ
た
米
、
野
菜
を
学
校

給
食
用
に
活
用
す
る
こ
と
へ

の
見
解
を
伺
う
。

　

市
長　

ま
ず
は
多
く
の
皆
さ

ん
か
ら
理
解
し
て
い
た
だ
く

こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
考
え

る
。
来
年
度
は
市
内
の
各
所

で
ア
イ
ガ
モ
ロ
ボ
を
活
用
し

た
実
証
実
験
の
ほ
場
を
展
開

す
る
の
で
、
実
際
に
取
り
組

ん
で
い
る
様
子
を
ご
覧
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
そ
の
ほ
場

で
生
産
さ
れ
た
無
農
薬
米
を

市
内
の
全
小
・
中
学
校
の
給

食
と
し
て
提
供
し
、
環
境
保

全
型
ス
マ
ー
ト
農
業
へ
の
理

解
を
深
め
て
い
き
た
い
。

　

推
進
に
つ
い
て
は
、
様
々

な
場
面
に
応
じ
た
支
援
が
必

要
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
、

適
時
適
策
の
姿
勢
を
も
っ
て

取
り
組
む
。

　

教
育
次
長　

学
校
給
食
に
お

い
て
地
場
産
物
を
活
用
し
た

献
立
を
提
供
す
る
こ
と
は
、

児
童
・
生
徒
に
地
域
の
食
文

化
に
親
し
み
、
安
心
・
安
全

に
ふ
る
さ
と
の
味
を
味
わ
う

大
変
貴
重
な
食
育
の
機
会
と

考
え
て
い
る
。
ア
イ
ガ
モ
ロ

ボ
を
活
用
し
た
実
証
実
験
で

生
産
さ
れ
た
無
農
薬
米
を
、

学
校
給
食
用
に
提
供
を
受
け

る
予
定
で
あ
る
。

こ
ど
も
基
本
法
の
理
念
を

　
　
　
　

実
現
す
る
た
め
に

　

問　

子
ど
も
の
権
利
擁
護
が

図
ら
れ
、
子
ど
も
施
策
を
総

合
的
に
促
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
「
こ
ど
も
基
本

法
」
が
４
月
に
施
行
さ
れ
、

施
策
に
関
す
る
司
令
塔
と
な

る
「
こ
ど
も
家
庭
庁
」
が
ス

タ
ー
ト
す
る
。

　

基
本
法
に
定
め
る
子
ど
も

や
若
者
が
意
見
を
表
明
し
施

策
に
反
映
で
き
る
仕
組
み
作

り
と
し
て
、「
子
ど
も
若
者

議
会
」
の
設
置
に
つ
い
て
伺

う
。

　

市
長　

遊
佐
町
の
少
年
議
会

は
じ
め
、
県
内
で
も
子
ど
も

若
者
議
会
に
類
似
す
る
事
例

が
み
ら
れ
る
。
本
市
で
は
、

夫
婦
町
で
あ
る
松
島
町
と
実

施
し
て
い
る
中
学
生
リ
ー
ダ

ー
研
修
な
ど
が
あ
る
。
学
校

な
ど
と
も
協
議
し
、
実
施
の

可
否
、
進
め
方
等
に
つ
い
て

調
査
・
研
究
す
る
。

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ぱ
す

て
る
」
の
運
営
に
つ
い
て

　

問　

５
月
か
ら
不
登
校
児

童
・
生
徒
の
対
応
に
あ
た
る

「
ぱ
す
て
る
」
は
、
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
「
あ
り
の
ま

ま
の
君
を
受
け
入
れ
る
新
た

な
か
た
ち
を
」
を
掲
げ
ス
タ

ー
ト
す
る
が
、
具
体
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　

教
育
次
長　

全
国
的
な
傾
向

と
し
て
、
児
童
生
徒
が
減
少

す
る
中
で
不
登
校
の
子
ど
も

た
ち
は
増
加
し
て
お
り
、
本

市
で
も
年
々
増
加
傾
向
に
あ

る
。
一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ

た
学
習
支
援
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
の
体
験
活
動
、
保
護

者
へ
の
相
談
支
援
に
取
り
組

む
。

　

何
よ
り
児
童
生
徒
の
居
場

所
と
な
り
、
保
護
者
を
含
め

た
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る

関
係
を
築
い
て
い
き
た
い
。

　

問　

市
長
の
描
く
活
力
あ
る

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
は
。

　

市
長　

人
口
減
少
対
策
と
し

て
若
者
福
祉
施
策
に
重
点
を

置
き
な
が
ら
、
各
世
代
の
福

祉
向
上
、
各
産
業
の
活
性
化

を
図
る
と
と
も
に
シ
テ
ィ
セ

ー
ル
ス
に
力
を
入
れ
、
本
市

が
将
来
に
わ
た
り
存
続
し
得

る
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
る
。

　

問　

総
合
文
化
施
設
の
整
備

計
画
は
。

　

市
長　

公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
に
基
づ
き
、
今
後
の

社
会
情
勢
や
財
政
状
況
を
見

極
め
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

　

問　

企
業
誘
致
の
候
補
地
は
、

対
象
企
業
や
基
準
を
ど
の
よ

う
に
調
査
・
選
定
し
て
い
る

の
か
。

　

市
長　

企
業
誘
致
候
補
地
調

査
事
業
で
は
、
主
に
物
流
セ

ン
タ
ー
や
製
造
業
な
ど
を
想

定
。
郊
外
の
広
い
土
地
を
中

心
に
、
交
通
の
便
や
造
成
コ

ス
ト
を
基
準
と
し
て
調
査
を

行
っ
て
い
る
。

　

問　

企
業
誘
致
に
関
し
、
に

か
ほ
市
商
工
会
商
業
部
会
と

の
懇
談
会
に
お
い
て
「
人
手

の
確
保
が
難
し
く
大
き
な
企

業
や
既
存
の
企
業
を
呼
ぶ
の

は
難
し
い
。
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
企

業
の
誘
致
を
目
指
す
」
と
の

考
え
を
述
べ
た
よ
う
だ
が
。

　

市
長　

「
大
き
な
企
業
を
呼

ぶ
の
は
難
し
い
」
と
言
っ
た

が
諦
め
た
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
。
常
に
企
業
に
赴
き
、

企
業
誘
致
の
方
向
性
を
探
っ

て
い
る
。

新
年
度
の
行
政
の
対
応
は

　

問　

①
地
域
医
療
・
救
急
医

療
体
制
は
。

②
情
報
公
開
と
市
民
の
意
見

を
反
映
す
る
取
り
組
み
は
。

③
ご
み
の
適
正
処
理
は
。

　

市
長　

①
関
係
機
関
と
も
協

議
を
重
ね
、
二
次
医
療
圏
を

担
う
救
急
病
院
・
救
急
医
療

体
制
の
強
化
へ
効
果
的
な
支

援
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

②
情
報
公
開
制
度
と
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
の
適
正

な
運
用
と
併
せ
、
よ
り
多
く

の
市
民
の
意
見
を
い
た
だ
け

る
よ
う
努
め
る
。

③
廃
棄
物
に
対
す
る
意
識
や

資
源
化
率
の
向
上
を
図
る
た

め
、
施
設
へ
の
持
ち
込
み
手

数
料
の
見
直
し
や
ゴ
ミ
袋
の

有
料
化
な
ど
を
検
討
す
る
。

ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
と

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　

問　

若
者
の
支
持
を
得
た
の

は
ど
の
点
か
。
最
終
事
業
費

は
。
新
た
な
施
設
整
備
の
考

え
は
。

　

市
長　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
の
日
本
勢
の
活
躍
後
、
本

市
が
い
ち
早
く
パ
ー
ク
整
備

に
名
乗
り
を
上
げ
た
た
め
、

市
と
寄
付
者
の
思
い
が
合
致

し
た
。

　

令
和
４
年
度
・
５
年
度
の

施
設
整
備
費
の
合
計
額
は
、

８
８
６
４
万
円
と
見
込
ん
で

い
る
。
現
時
点
で
は
、
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
活

用
に
よ
る
さ
ら
な
る
施
設
の

拡
張
な
ど
は
考
え
て
い
な
い
。

魅
力
あ
る
商
業
・

　

サ
ー
ビ
ス
業
づ
く
り
を

　

問　

商
業
施
設
、
商
店
の
活

性
化
に
つ
い
て
、
市
民
の
声

は
反
映
さ
れ
て
い
る
か
。
ま

た
事
業
主
の
高
齢
化
や
継
承

に
対
す
る
市
の
方
針
は
。

　

市
長　

令
和
３
年
度
の
調
査

に
よ
る
と
、
商
店
街
の
活
性

化
と
特
産
品
開
発
、
販
売
支

援
を
望
む
市
民
の
声
が
多
い
。

　

個
店
や
地
域
商
店
団
体
な

ど
が
主
催
す
る
各
種
イ
ベ
ン

ト
な
ど
へ
の
支
援
や
、
小
規

模
事
業
者
へ
の
設
備
投
資
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

市長

「グリーンな栽培体系」への支援は

　

録
画
配
信

▲

適時適策の姿勢をもって取り組んでいく

市長

「子ども若者議会」の設置を

　

録
画
配
信

▲

実施の可否や進め方について調査・研究する

会
派　

公
明
党

会
派　

き
ぼ
う

市長

　

録
画
配
信

▲

若者に焦点を当てた若者福祉施策に重点

市長の描く、にかほ市のグランドデザインは

スケートパークとふるさと納税のさらなる活用を

市長 クラウドファンディングによる施設拡張は
考えていない

会
派 

に
か
ほ
ク
ラ
ブ

　

録
画
配
信

▲

　

さ　

さ　

き　

は
る　

お

佐
々
木
春
男
議員

会
派　

日
本
共
産
党

　

さ　

さ　

き　

と
し
は
る

佐
々
木
敏
春
議員

会
派　

公
明
党

さ
い
と
う　
　

み
つ
は
る

齋
藤　

光
春
議員

　

さ　

さ　

き　

と
し
つ
ぐ

佐
々
木
平
嗣
議員

臨
時
会
・
定
例
会

特　
　
　

集

会
派
代
表
質
問

一　
般　
質　
問

議
員
研
修
・
政
務
活
動
費

議
員
と
語
ろ
う

臨
時
会
・
定
例
会

一　
般　
質　
問

特　
　
　

集

会
派
代
表
質
問

議
員
と
語
ろ
う

議
員
研
修
・
政
務
活
動
費
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◀
録
画
配
信

引き続き全国・県市長会を通じて国に要望

国保税の高校までの均等割減免を

　

録
画
配
信

▲

部
活
動
に
お
け
る
ハ
ー
ド
面

の
施
策
や
取
り
組
み
は

　

問　

市
内
中
学
校
の
ク
レ
ー

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
サ
ッ
カ
ー
）

を
、
人
工
芝
化
す
る
検
討
は

行
わ
な
い
か
。

　

教
育
次
長　

部
活
動
の
意
義

か
ら
考
え
て
、
学
校
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
が
芝
生
で
あ
る
必
要

は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

市
長　

野
球
場
や
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
な
ど
、
既
存
施
設
の
老

朽
化
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
人

工
芝
化
は
、
優
先
順
位
は
高

く
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。

市
民
が
暮
ら
し
や
す
い

　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り

　

問　

サ
イ
ズ
の
小
さ
な
ご
み

袋
に
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
が
見

ら
れ
る
。
小
さ
な
指
定
ご
み

袋
の
作
成
や
、
持
ち
や
す
く

縛
り
や
す
い
取
っ
手
付
き
袋

を
導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

市
長　

で
き
る
だ
け
使
い
や

す
い
も
の
に
改
善
で
き
な
い

か
、
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化

な
ど
へ
の
対
応
に
は
何
が
有

効
か
な
ど
、
市
民
の
利
便
性

の
向
上
に
つ
い
て
見
直
し
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

問　

高
齢
者
や
免
許
返
納
者

が
増
え
て
い
く
中
、
必
要
不

可
欠
と
な
る
公
共
交
通
の
デ

マ
ン
ド
化
に
向
け
た
見
通
し

は
。

　

市
長　

利
用
者
の
様
々
な
ニ

ー
ズ
に
応
じ
、
全
体
の
最
適

化
と
い
う
見
地
か
ら
市
内
公

共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

地域の声を聞きながら支援の在り方を
検討していく

行
政
主
導
か
ら
住
民

　

主
体
の
取
り
組
み
に
転
換

　

問　

平
成
30
年
７
月
の
西
日

本
豪
雨
災
害
を
教
訓
と
し
て
、

「
防
災
対
策
の
方
向
性
」
は

こ
れ
ま
で
の
行
政
主
導
を
根

本
的
に
見
直
し
、
住
民
主
体

の
取
り
組
み
に
転
換
し
て
い

る
。
町
内
会
な
ど
に
よ
る
避

難
計
画
策
定
の
取
り
組
み
に

対
す
る
、
支
援
制
度
の
設
置

に
つ
い
て
伺
う
。

　

市
長　

自
治
会
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
た
め
の
避
難
計

画
策
定
に
対
し
、
防
災
士
を

派
遣
し
た
り
、
専
門
家
を
招

聘
す
る
場
合
の
費
用
助
成
な

ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
計
画

の
策
定
に
限
ら
ず
、
市
民
自

ら
の
防
災
活
動
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
声
を
聞
い

て
検
討
し
て
い
く
。

デ
ジ
タ
ル
化
の
取
り
組
み

　
　
　
　
　

強
化
に
つ
い
て

　

問　

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
技
術
を

活
用
し
、
市
役
所
の
業
務
、

組
織
の
在
り
方
を
変
革
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
強

力
に
推
進
を
図
る
必
要
が
あ

る
。
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
に
向

け
た
年
次
目
標
、
推
進
体
制

に
つ
い
て
伺
う
。

　

市
長　

国
の
「
自
治
体
Ｄ
Ｘ

推
進
計
画
」
策
定
を
受
け
、

「
に
か
ほ
市
自
治
体
Ｄ
Ｘ
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
策
定
中
で
あ
る
。

市
役
所
の
業
務
効
率
化
に
始

ま
り
、
市
民
、
地
域
へ
と
実

用
化
に
よ
る
波
及
効
果
を
拡

大
さ
せ
る
、
今
後
３
年
間
の

計
画
と
な
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
は
、

人
材
の
確
保
が
課
題
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
本
年
度
、
国
の

地
域
活
性
化
企
業
人
制
度
に

よ
り
民
間
か
ら
社
員
の
派
遣

を
受
け
入
れ
る
。

町内会による避難計画作りへの支援制度の設置を

　

録
画
配
信

▲

　

さ　

さ　

き　

は
る　

お

佐
々
木
春
男
議員

新たな取り組みを検討していく必要がある

中学校部活動の部員不足への対策は

　

録
画
配
信

▲

市長

市長

高
校
ま
で
の
均
等
割
減
免
を

　

問　

国
保
税
の
高
騰
を
招
い

た
要
因
は
、
国
保
に
対
す
る

国
の
責
任
後
退
、
加
入
者
の

貧
困
化
、
高
齢
化
、
重
症
化

が
一
体
に
進
ん
で
い
る
か
ら

だ
。

①
高
校
ま
で
の
均
等
割
減
免

の
考
え
は
な
い
か
。

②
毎
年
、
国
保
税
を
払
い
き

れ
な
い
方
が
い
る
。
継
続
す

る
と
短
期
保
険
証
、
資
格
証

明
書
の
発
行
に
つ
な
が
る
。

税
の
減
免
や
生
活
保
護
の
申

請
な
ど
、
生
活
再
建
に
向
け

て
丁
寧
な
対
応
が
必
要
で
は
。

　

市
長　

①
市
独
自
の
軽
減
措

置
を
高
校
生
ま
で
拡
大
し
た

場
合
、
保
険
税
の
減
少
や
国

県
か
ら
の
交
付
金
の
削
減
分

を
賄
う
た
め
に
、
加
入
者
へ

の
負
担
が
増
加
す
る
。

　

対
象
範
囲
の
拡
大
を
、
引

き
続
き
全
国
市
長
会
や
秋
田

県
市
長
会
を
通
じ
て
、
国
に

要
望
し
て
い
く
こ
と
を
考
え

て
い
る
。

②
令
和
2
年
10
月
か
ら
は
資

格
証
明
書
を
短
期
被
保
険
者

証
に
切
り
替
え
て
交
付
を
し

て
い
る
た
め
、
医
療
機
関
窓

口
で
全
額
負
担
と
な
る
対
象

者
は
い
な
い
。
国
保
税
の
減

免
、
生
活
保
護
の
申
請
に
つ

い
て
は
丁
寧
な
聞
き
取
り
を

行
い
、
最
善
の
支
援
に
つ
な

が
る
よ
う
連
携
を
図
る
。

ゲ
ノ
ム
編
集
ト
マ
ト
は

　
　
　
　
　

拒
否
す
べ
き

　

問　

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
ゲ

ノ
ム
編
集
さ
れ
た
ト
マ
ト
の

苗
を
、
福
祉
施
設
や
来
年
度

か
ら
小
学
校
を
対
象
に
配
付

す
る
計
画
を
発
表
し
て
い
る
。

　

ゲ
ノ
ム
編
集
ト
マ
ト
は
拒

否
す
べ
き
で
あ
る
。

　

教
育
次
長　

現
在
、
市
内
小

学
校
に
ゲ
ノ
ム
編
集
ト
マ
ト

の
苗
が
配
付
さ
れ
た
事
実
は

な
く
、
検
討
に
至
っ
て
い
な

い
。
児
童
・
生
徒
の
健
康
と

安
全
を
最
優
先
と
し
、
慎
重

に
考
慮
し
た
上
で
適
切
に
判

断
、
対
応
し
た
い
。

さ
い
と
う　
　

ゆ
う　

し

齋
藤　

雄
史
議員

　

さ　

さ　

き　

と
し
は
る

佐
々
木
敏
春
議員

※
デ
マ
ン
ド
交
通
と
は
、
利
用
者
の

　

予
約
に
応
じ
て
運
行
す
る
地
域
公

　

共
交
通
。

臨
時
会
・
定
例
会

特　
　
　

集

会
派
代
表
質
問

一　
般　
質　
問

議
員
研
修
・
政
務
活
動
費

議
員
と
語
ろ
う

臨
時
会
・
定
例
会

一　
般　
質　
問

特　
　
　

集

会
派
代
表
質
問

議
員
と
語
ろ
う

議
員
研
修
・
政
務
活
動
費

教育
次長
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設置率100％を目指し活動していく

住宅用火災警報器未設置世帯への対応は

　

録
画
配
信

▲

ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い
て

　

問　

生
産
性
向
上
や
省
力
化

の
た
め
の
ス
マ
ー
ト
農
業
機

械
、
施
設
導
入
支
援
の
内
容

に
つ
い
て
伺
う
。

　

市
長　

ス
マ
ー
ト
農
業
に
関

し
て
は
、
令
和
２
年
度
に
市

単
独
の
次
世
代
農
業
先
進
技

術
推
進
事
業
費
補
助
金
を
創

設
し
、
散
布
用
ド
ロ
ー
ン
導

入
１
件
95
万
２
千
円
を
交
付

し
て
い
る
。
今
年
度
は
県
の

低
コ
ス
ト
技
術
導
入
支
援
事

業
を
活
用
し
、
位
置
情
報
を

利
用
し
た
直
進
ア
シ
ス
ト
機

能
付
き
田
植
え
機
２
件
の
導

入
を
支
援
し
て
い
る
。

　

問　

農
業
機
械
、
施
設
な
ど

導
入
の
具
体
的
内
容
説
明
が

あ
っ
た
が
、
花
き
農
家
も
含

ま
れ
る
の
か
。
そ
の
範
囲
に

つ
い
て
伺
う
。

　

市
長　

機
械
の
種
類
等
に
つ

い
て
は
非
常
に
多
様
化
し
て

い
る
こ
と
は
理
解
し
て
い
る
。

中
に
は
に
か
ほ
市
に
ふ
さ
わ

し
く
な
い
、
活
用
す
る
こ
と

の
な
い
機
械
も
あ
り
、
関
係

機
関
と
調
整
を
図
り
な
が
ら

推
進
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

水
田
活
用
直
接
支
払
交
付
金

　

問　

５
年
間
に
一
度
も
水
張

り
を
行
わ
な
い
水
田
は
、
交

付
金
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ

る
と
の
見
直
し
が
示
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
後
の
経
過
に
つ

い
て
伺
う
。

　

市
長　

県
で
は
今
年
１
月
か

ら
、
畑
地
化
・
復
田
時
の
技

術
対
策
な
ど
を
ま
と
め
た
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
公
開
し
、
田
畑

輪
換
に
必
要
な
機
械
導
入
に

対
す
る
助
成
を
来
年
度
予
算

に
要
求
し
て
い
る
。
国
で
は
、

今
年
１
月
下
旬
に
、
新
た
な

条
件
緩
和
を
打
ち
出
し
た
。

市
と
し
て
も
、
今
後
と
も
国

の
動
向
を
注
視
し
、
安
定
し

た
営
農
が
継
続
で
き
る
よ
う
、

関
係
機
関
と
連
携
し
対
策
を

検
討
し
て
い
く
。
今
後
も
機

会
を
捉
え
て
県
や
他
市
町
村

と
も
連
帯
し
、
粘
り
強
く
、

国
・
県
へ
の
要
望
を
行
っ
て

い
く
。

予算規模を含め計画を見直しながら
整備を進めたい

人
口
減
少
・
少
子

　

高
齢
化
対
策
に
つ
い
て

　

問　

①
最
近
５
年
間
の
移
住

者
の
就
職
先
と
移
住
目
的
、

定
住
数
、
一
人
親
世
帯
の
移

住
実
績
数
は
。

②
若
者
層
の
定
着
化
ま
た
出

生
率
の
向
上
に
は
所
得
向
上

が
不
可
欠
と
考
え
る
が
。

③
移
住
者
や
若
者
層
へ
の
施

策
ば
か
り
が
目
立
つ
が
、
現

住
の
高
齢
者
や
住
民
へ
の
施

策
は
。

　

市
長　

①
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

問
題
も
あ
り
、
統
計
的
な
調

査
は
し
て
い
な
い
。

②
地
元
企
業
へ
の
各
種
施
策

に
よ
る
支
援
が
、
賃
金
改
善

に
な
る
と
捉
え
て
い
る
。

③
介
護
保
険
に
関
す
る
調
査

で
、
健
康
の
主
観
的
幸
福
感

が
非
常
に
高
い
結
果
が
あ
り
、

極
め
て
高
い
品
質
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
る
と
自
信

を
持
っ
て
い
る
。

若
者
支
援
住
宅
整
備

　
　
　
　

事
業
に
つ
い
て

　

問　

①
Ｔ
Ｄ
Ｋ
㈱
と
の
協
議

は
ど
の
部
門
と
行
っ
た
の
か
。

②
事
業
の
検
討
は
ど
の
よ
う

な
体
制
で
ど
の
部
局
で
行
っ

た
の
か
。

③
Ｔ
Ｄ
Ｋ
㈱
が
独
自
で
社
員

寮
の
準
備
を
進
め
て
い
る
情

報
は
、
い
つ
取
得
し
た
の
か
。

④
現
状
の
社
会
情
勢
、
経
済

状
況
で
も
若
者
支
援
住
宅
の

建
設
を
進
め
る
の
か
。

　

市
長　

①
Ｔ
Ｄ
Ｋ
㈱
本
社
と

は
、
市
長
就
任
以
来
頻
繁
に

意
見
交
換
の
積
み
重
ね
を
し

て
き
て
い
る
。
い
つ
い
つ
の

日
時
と
申
し
上
げ
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

②
関
連
業
務
に
関
す
る
関
係

部
局
と
協
議
を
経
て
業
務
を

執
行
し
て
い
る
。

③
相
手
方
の
了
承
を
得
ら
れ

な
い
内
は
つ
ま
び
ら
か
に
お

答
え
す
る
こ
と
は
避
け
る
べ

き
と
考
え
て
い
る
。

④
ア
パ
ー
ト
の
不
足
、
若
者

の
自
立
等
を
考
え
整
備
の
意

義
は
極
め
て
大
き
い
。
予
算

規
模
を
含
め
計
画
を
見
直
し

な
が
ら
整
備
を
進
め
た
い
。

人口減少・少子高齢化対策と若者支援住宅整備
事業の推進について

　

録
画
配
信

▲

市長

スマート農業機械、施設導入支援を

掲げている

にかほの農業について

　

録
画
配
信

▲

市長

に
か
ほ
市
観
光
開
発
㈱
の

　
　
　
　
　
　

経
営
状
況
は

　

問　

に
か
ほ
市
観
光
開
発
㈱

の
経
営
状
況
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
お
り
、
今
後
ど
の
よ

う
に
関
与
し
て
い
く
考
え
か
。

　

市
長　

天
候
不
順
や
大
規
模

改
修
に
よ
る
「
ね
む
の
丘
」

の
休
館
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
る
経
済
活

動
や
人
流
の
抑
制
、
さ
ら
に

は
昨
今
の
資
源
価
格
高
騰
に

よ
る
物
価
高
が
追
い
打
ち
を

か
け
て
い
る
。

　

３
期
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
決

算
と
な
り
、
非
常
に
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
る
と
捉
え

て
い
る
。

　

問　
「
は
ま
な
す
」
と
「
ね
む

の
丘
」
の
採
算
性
を
、
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
。

　

市
長　

非
常
に
厳
し
い
経
営

状
況
が
続
い
て
い
る
と
い
う

認
識
を
持
っ
て
い
る
。

　

問　

に
か
ほ
市
観
光
開
発
㈱

の
純
資
産
が
減
少
し
、
自
己

資
本
が
マ
イ
ナ
ス
の
状
況
ま

で
悪
化
し
て
い
る
。
指
定
管

理
料
の
設
定
や
財
政
支
援
の

考
え
は
あ
る
か
。

　

市
長　

安
定
的
な
経
営
が
で

き
る
よ
う
、
必
要
最
小
限
の

範
囲
で
、
指
定
管
理
料
の
設

定
や
財
政
支
援
に
つ
い
て
検

討
の
余
地
が
あ
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

若
者
支
援
住
宅
の
整
備

　

問　

家
賃
助
成
に
よ
り
入
居

者
の
家
計
負
担
を
減
ら
す
こ

と
も
検
討
す
る
と
し
て
い
た

が
、
こ
の
助
成
も
見
直
し
と

な
る
の
か
。

　

市
長　

整
備
計
画
見
直
し
の

進
捗
状
況
を
に
ら
み
な
が
ら
、

引
き
続
き
検
討
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

非常に厳しい状況が続いていると捉えている

 にかほ市観光開発株式会社の経営状況は

　

録
画
配
信

▲

市長

市長

住
宅
用
火
災
警
報
器

　
　

設
置
の
取
組
強
化
を

　

問　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
が
義
務
化
さ
れ
10
年
以

上
が
経
過
し
た
が
、
本
市
の

設
置
状
況
は
73
・
５
％
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。
未
設
置
世

帯
や
設
置
後
10
年
経
過
し
た
、

取
換
時
期
で
あ
る
世
帯
へ
の

啓
発
活
動
な
ど
の
取
り
組
み

は
。

　

市
長　

本
市
の
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
状
況
は
、

国
・
県
を
下
回
っ
て
い
る
。

市
で
も
自
治
会
な
ど
の
連
携

の
下
、
設
置
・
点
検
状
況
の

調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
経

過
年
数
や
作
動
の
有
無
を
確

認
し
、
重
要
性
の
説
明
や
チ

ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
制
作
な
ど

に
よ
り
、
設
置
率
１
０
０
％

を
目
指
し
て
Ｐ
Ｒ
活
動
を
継

続
し
て
い
く
。

　

問　

高
齢
者
世
帯
な
ど
一
定

の
条
件
の
下
、
設
置
の
た
め

の
補
助
制
度
を
設
け
て
は
。

　

市
長　

こ
れ
ま
で
秋
田
県
消

防
設
備
協
会
よ
り
無
償
提
供

を
受
け
た
警
報
器
を
、
市
内

対
象
世
帯
へ
無
償
で
配
布
し

て
き
た
。
補
助
制
度
に
つ
い

て
は
「
高
齢
者
日
常
生
活
用

具
給
付
等
事
業
」
に
お
い
て

負
担
す
る
制
度
が
あ
り
、
引

き
続
き
制
度
の
周
知
に
努
め

て
い
く
。

白
瀬
記
念
館
の

　
　
　

あ
る
べ
き
姿
は

　

問　

白
瀬
南
極
探
検
隊
記
念

館
に
お
け
る
資
料
保
存
と
管

理
は
、
適
切
に
行
わ
れ
て
い

る
か
。
ま
た
、
今
後
の
収
蔵

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
管
理
方

法
の
方
針
は
。

　

教
育
次
長　

当
館
の
収
蔵
資

料
約
２
万
点
を
、
職
員
が
専

門
家
の
意
見
を
取
り
入
れ
な

が
ら
保
存
管
理
条
件
を
満
た

す
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
た
、

現
在
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

進
め
て
い
る
。
将
来
的
に
は

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し

て
情
報
発
信
力
を
強
化
し
て

い
く
。

臨
時
会
・
定
例
会

特　
　
　

集

会
派
代
表
質
問

一　
般　
質　
問

議
員
研
修
・
政
務
活
動
費

意
見
交
換
会

さ
い
と
う　
　

み
つ
は
る

齋
藤　

光
春
議員

た
か
は
し　
　

と
し　

え

髙
橋　

利
枝
議員

　

さ　

さ　

き　

ま
さ
か
つ

佐
々
木
正
勝
議員

　

お　

が
わ　
　

ま
さ
ふ
み

小
川　

正
文
議員

臨
時
会
・
定
例
会

特　
　
　

集

会
派
代
表
質
問

一　
般　
質　
問

議
員
研
修
・
政
務
活
動
費

議
員
と
語
ろ
う

臨
時
会
・
定
例
会

一　
般　
質　
問

特　
　
　

集

会
派
代
表
質
問

議
員
と
語
ろ
う

議
員
研
修
・
政
務
活
動
費

▲ドローンによる農薬散布
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臨
時
会
・
定
例
会

特　
　
　

集

会
派
代
表
質
問

一

般

質

問

議
員
研
修
・
政
務
活
動
費

議
員
と
語
ろ
う

臨
時
会
・
定
例
会

一

般

質

問

特　
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員
研
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動
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佐々木孝二／宮崎　信一／佐藤　直哉

齋藤　光春／佐々木正勝

議員名会派名

収　入

交　付　金

1,600,000

100,000

100,000

100,000

200,000

200,000

300,000

600,000

調査研究費 広　報　費

256,280

0

0

58,775

0

0

0

197,505

合　　計

174,318

10,000

10,000

20,000

20,000

30,000

74,318

10,000

430,598

10,000

10,000

68,775

20,000

20,000

30,000

271,823

支 出
会　派　名

響

にかほクラブ

合　計

日本共産党

創明会

きぼう

公明党

髙橋利枝

主な支出【調査研究費】・議会タブレット通信費　【広報費】・会報発行　・配布委託料

　にかほ市では、会派または議員へ一人あたり年１２万円の政務活動費を交付しています。令和４年

度は、市議会議員の改選のため、令和４年６月から令和５年３月までの期間が対象となりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※収支差額の収入超過分は市に返還。

創明会

きぼう

響

令和４年度政務活動費交付金の執行状況
（Ｒ５．3．31決算見込）

伊藤　竹文／森　　鉄也／齋藤　　聡

齋藤　雄史／齋藤　　進／菊地　　衛 佐々木春男

佐々木敏春

髙橋　利枝

議員名会派名

日本共産党

公明党

無所属

にかほクラブ 佐々木平嗣／小川　正文

　令和５年１月１６日から２月１８日まで、市民との意見

交換会「議員と語ろう！」を開催し、市内の４団体（参加

者６６人）と意見交換を行いました。

　市議会では、市民からいただいた疑問や問題提起などを

政策立案へつなげるよう、調査研究に取り組みます。

～参加者アンケート結果～議 員 と 語 ろ う！

１．男女比 ２．参加者の年代

３．満足度

４．次回の
　　参加意向

５．議会情報の
　　取得手段 

　令和５年３月２３日、議員の質問力を高め、議会力に活かすことを目的に、法政大学法学部教授の

土山希美枝先生を講師にお迎えし、研修会を開催しました。

　本会議にて行われる一般質問が、市への監査機能、政策提案機能を果たし、より良いものになるよ

う、講師による講義やグループワークなどを行いました。議員からは、普段聞くことのできない疑問

点について、積極的な質疑応答がありました。

議  員  研  修  報  告

つちやま き　み　え

▲汐見町老人クラブ

▲象潟陶芸クラブ ▲室沢明寿会 ▲鳥海山・飛島ジオパークガイドの会
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過
日
行
わ
れ
ま
し
た
市
民
と
議

員
と
の
懇
談
会
「
議
員
と
語
ろ
う
」

に
参
加
し
た
市
民
か
ら
「
生
の
声

を
話
す
機
会
を
設
け
て
も
ら
っ
た

こ
と
は
大
変
良
か
っ
た
。
も
っ
と

長
い
時
間
が
欲
し
か
っ
た
。
」
と

の
高
評
価
を
も
ら
い
ま
し
た
。
今

回
は
参
加
さ
れ
な
か
っ
た
市
民
か

ら
も
「
次
は
ぜ
ひ
参
加
を
」
と
の

声
も
聞
か
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
議
会
へ
の
関
心
も

高
ま
る
中
、
３
月
議
会
に
お
い
て

議
員
報
酬
の
増
額
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
市
民
の
代
表
と
し
て
の
議

員
活
動
で
あ
る
「
市
民
の
声
を
市

政
に
届
け
、
行
政
が
行
う
事
業
が

将
来
に
向
け
た
効
率
的
・
効
果
的

な
も
の
な
の
か
公
平
・
公
正
な
監

督
・
審
査
す
る
」
と
い
う
大
役
を

担
っ
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
し
、

議
員
活
動
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

広
報
広
聴
委
員
会

　
　
　
　
　

委
員　

齋
藤　

光
春

郵　送　〒018-0192

　　　　にかほ市議会事務局　宛て

メール　gikai@city.nikaho. lg.jp

ＦＡＸ　0184-43-7513

お手紙、ＦＡＸ、メールで

議会だより、市議会へのご意見、

市民の声をお寄せください。

広 報 広 聴 委 員 会

委　　員　／　髙　橋　利　枝

　　　　　　　齋　藤　光　春

　　　　　　　佐々木　孝　二

　　　　　　　佐々木　春　男

　　　　　　　森　　　鉄　也

　　　　　　　伊　藤　竹　文

副委員長　／　佐々木　正　勝

委 員 長　／　齋　藤　　　進


